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教会学校礼拝・こどもれいはい 再開します
新型コロナウイルスに関する緊急事態宣言は２月末で愛知県も解除されました。これにより、

以前の予定より早い３月７日（日）より、教会学校礼拝・こどもれいはい・分級（高学年～中高

生）を再開します。とはいえ、まだまだコロナ対策は続きます。礼拝堂等の換気や消毒には十分

配慮をしていますが、マスク着用や手洗い等、各自の感染予防にご協力をお願いします。

この一年は新型コロナウイルスの脅威にさらされ、日常生活も学校生活などでも不便さを感じ、

たくさんの“我慢”をしたのではないでしょうか。一年前には「当たり前」だと思っていたこと

が「当たり前ではない」とも考えさせられました。マイナス面が多いこの時代ですが、その中で

プラスにできることを見つけ出せたら、きっと素晴らしい未来につながるのではないでしょうか。

ちょっと気楽に☆次のイラストは何月何日の聖書かな？答えは礼拝のお話で。

① ② ③

今月の礼拝 単元10：イエスの歩みⅡ

教会学校礼拝 分級Ⅰ（小１～小４） こどもれいはい
月日 週 題 聖書箇所 （小５～中高生） 分級Ⅱ（小５～中高生） （幼児～小４）

9:00～ 9:30 9:35～ 9:55 10:00～ 10:20

（Ⅰ：様子を見て行います）
３月７日 最後の晩餐 ルカ福音書 武岡路実 武岡 基

22:1-23 Ⅱ：武岡路実

（Ⅰ：様子を見て行います）
３月14日 ゲツセマネでの祈り マタイ福音書 安達正樹牧師 安達正樹牧師

26:36-56 Ⅱ：武岡路実

（Ⅰ：様子を見て行います）
３月21日 イエスの裁判 マタイ福音書 林 小夜子 安達いづみ

26:57-68、27:1-26 Ⅱ：武岡路実

（Ⅰ：様子を見て行います）
３月28日 イエスの十字架 ルカ福音書 武岡 基 武岡路実
受難週 23:32-56 Ⅱ：武岡路実

来月の行事ですが、予定しておいてください。

いつもどおり礼拝を守ります。

教会学校礼拝（小５～中高生） 9:00～

「たまご探し」※ 9:30～

こどもれいはい（幼児～小４） 10:00～

※例年、お友だちを誘って参加してもらってますが、

今年は、いつも教会学校に通っているみなさんのための催しとします。

今月の聖句
「父よ、御心なら、この杯をわたしから取りのけてください。

しかし、わたしの願いではなく、御心のままに行ってください。」（ルカ 22:42）

今月のさんびか

こどもさんびか ８３（いばらのかんむりかぶせられ）
今月の教会学校ではイエスさまの十字架への道、十字架での死について学び、４月４日（日）の

イースター（復活日）を迎えます。今月のさんびか「いばらのかんむりかぶせられ」は、今年度の

４月、つまりちょうど一年前の４月に「今月のさんびか」としましたが、残念ながらコロナの影響

により教会での礼拝が休止となり、教会で歌う機会がありませんでした。そのため、今回もう一度

「今月のさんびか」として選びました。この賛美歌は1983年『こどもさんびか２』の出版にあた

って公募した中から選ばれた作品で、日本で作られた新しい賛美歌です。

作詞者の桃井綾子さん（1932～）は牧師として教会などで牧会され、またキリスト教視聴覚セ

ンター（AVACO）のお話集やキリスト教保育誌の執筆などで活躍されてきました。作者によれば、こ
の詞はエルサレム滞在中に浮かんだものだということで、「40日間の共同農場での生活を終えて帰

国しようとしていた時、キプロス島で内戦が起こり、空港が閉鎖されてしまいました。不安な思い

の中で、エルサレム市街の主イエスが歩まれた涙の道（ヴィアドロロサ）を歩きました。時は流れ

ても、まだ人間は戦い、憎み合う現実。今も十字架を背負って歩かれる主がそこにおられました。

私たちの現実の中で、今も執り成しを続けられるイエスさまの姿を表したかった」と述べています。

作曲者の山元富雄さん（1941～）は東京芸術大学大学院で学び、東京交響楽団、東京都交響楽

団のトロンボーン奏者を長年務められています。またアマチュア・オーケストラの指揮や指導、ま

た作曲・編曲などにも数多く携わっています。トロンボーン奏者で

ある作曲者は、この楽器の響きをもって「十字架を背負って死に向

かわれるイエスさまの姿」というイメージを表そうとしているよう

に感じられます。作曲者自身、「十字架への重苦しい足取りを“イ短

調”の行進曲で表し、イエスさまの愛を最後の導音“Ｇ#（#ソ）”

からの解決で表現できるようにとの想いを与えられて創作しました」

と語っています。

私たちがレント（受難節）を過ごすのは、単なる宗教上の暦に従うことではなく、今なお涙の道

を十字架を背負いつつ歩み、私たちの執り成しを続けてくださっている生きた主イエスさまをそこ

に見なければならないでしょう。私たちのありのままを直視させられる賛美歌です。

３月生まれのお友だち

山本悠華さん ３月 ２日 安達イマルくん ３月 ６日

加藤望実さん ３月15日 武岡ひかりさん ３月20日

のむらももこちゃん ３月20日 中村心春さん ３月26日

イースター礼拝
４月４日（日）


